
は
じ
め
に

光
栄
に
輝
く
学
問
研
究
を
再
現
す
る
意
図
の
も
と
に
、
イ
ン
ド
・
ビ
ハ

ー
ル
州
政
府
は
、
今
よ
り
十
四
、
五
年
ほ
ど
以
前
に
、
学
問
の
歴
史
と
深

く
結
び
つ
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
、
五
つ
の
研
究
所
を
設
立
し
て
い
る
。

佛
教
学
研
究
を
目
的
に
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学
遺
跡
の
近
辺
に
創
設
さ
れ
た

ナ
ー
ラ
ン
ダ
。
。
〈
ｌ
リ
研
究
所
、
ナ
ヴ
ャ
’
一
ヤ
ー
ヤ
が
盛
え
た
北
ビ
ハ
ー
ル

の
ダ
ル
》
ハ
ン
ガ
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究
の
た
め
に
】
罵
言
盲
目
目
冒
蔚
、

考
古
学
の
研
究
所
と
し
て
パ
ト
ナ
に
嵐
．
詞
着
意
の
葛
巴
園
の
“
の
胃
呂

冒
呂
目
前
、
ヂ
ャ
イ
ナ
教
々
祖
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
生
誕
地
零
ハ
イ
シ
ャ
リ

に
あ
る
ヂ
ャ
イ
ナ
教
及
び
ヂ
ャ
イ
ナ
・
・
フ
ラ
ク
リ
ッ
ト
の
研
究
所
ご
巴
雷
］
』

目
印
葺
耳
①
、
そ
れ
に
、
少
し
目
的
が
異
な
る
が
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
研
究
の

た
め
に
．
〈
ト
ナ
に
あ
る
囚
冒
月
嗣
騨
岨
耳
目
切
目
轆
騨
が
そ
れ
ら
五
つ
の
研

究
所
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
十
月
か
ら
一
九
六
四
年
三
月
ま
で
、
私
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
・

パ
ー
リ
研
究
所
に
お
い
て
学
ぶ
機
縁
に
恵
ま
れ
、
そ
の
間
、
国
ゴ
員
］
含
‐

イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
立

四
研
究
所
の
現
状

ｌ
ナ
ー
ラ
ン
ダ
．
．
〈
ｌ
リ
研
究
所
Ｉ

'三

？庫

崎

法

潤

や
、
凸

切
言
３
国
扁
一
、
臼
を
除
き
、
他
の
三
研
究
所
を
何
回
か
見
学
す
る
こ
と
力

出
来
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
所
は
、
開
所
し
て
日
は
浅
い
け
れ
ど
も
、
最
近

イ
ン
ド
学
、
佛
教
学
の
分
野
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
の
出
版
等
を
含
め
て
、

著
し
い
活
動
を
続
け
て
い
る
。
節
一
号
及
び
第
二
号
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら

四
研
究
所
の
現
状
に
つ
い
て
若
干
の
報
告
を
し
た
い
。

五
世
紀
よ
り
十
二
世
紀
に
わ
た
り
、
全
イ
ン
ド
及
び
東
南
ア
ジ
ア
、
支

那
か
ら
多
く
の
学
僧
が
佛
教
研
究
を
目
指
し
て
集
っ
た
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学

を
再
現
す
る
た
め
に
、
大
学
辿
跡
に
近
い
冒
号
四
勺
ロ
ぃ
三
島
胃
旨
』
の
名

を
持
つ
美
し
い
池
の
堤
に
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
・
・
ハ
ー
リ
研
究
所
の
崖
○
口
目
圏
‐

庁
５
口
胃
○
口
の
が
、
当
時
の
イ
ン
ド
大
統
領
ラ
ジ
手
一
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ー
ド

に
よ
っ
て
置
か
れ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
十
一
月
二
十
日
で
あ
る
。
一
九

五
六
年
三
月
二
十
日
、
当
時
の
イ
ン
ド
副
大
統
領
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
博

士
（
現
イ
ン
ド
大
統
領
）
を
招
き
、
研
究
所
の
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
そ

の
日
を
も
っ
て
公
式
に
開
所
さ
れ
た
。
研
究
所
は
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
学
問
寺

に
因
ん
で
、
ｚ
２
国
ｚ
則
］
四
目
凶
冨
巴
〕
引
言
印
Ｐ
（
新
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
寺
）

と
名
ゞ
つ
け
ら
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
佛
教
国
に
隣
接
す

る
関
係
上
、
パ
ー
リ
佛
教
学
コ
ー
ス
の
み
を
設
け
て
い
る
性
格
か
ら
、
ナ

ー
ラ
ン
ダ
・
・
ハ
ー
リ
研
究
所
（
ｚ
巴
自
３
℃
巴
自
己
農
曾
蔚
）
と
も
称
さ

れ
、
む
し
ろ
そ
の
名
称
で
一
般
に
呼
ば
れ
て
い
る
。

初
代
所
長
を
、
研
究
所
創
設
の
た
め
に
功
の
あ
っ
た
イ
ン
ド
人
佛
教
仙

田
三
］
鳥
冒
〆
四
ｍ
閏
冨
（
現
雷
へ
ナ
レ
ス
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
大
学
。
〈
－
リ

佛
教
学
主
任
教
授
）
が
勤
め
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学

一
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
・
パ
ー
リ
研
究
所
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を
定
年
退
官
し
た
口
儲
の
筥
○
烏
且
①
①
が
迎
え
ら
れ
、
一
九
六
四
年
七

月
に
退
官
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
所
長
の
ポ
ス
ト
は
あ
い
て
お
り
、
ゞ
ハ
イ
シ

ャ
リ
研
究
所
所
長
タ
テ
ィ
ャ
博
士
が
所
長
代
理
を
兼
任
し
て
い
る
。

研
究
所
は
、
私
の
滞
在
中
、
ム
ザ
フ
ァ
ル
プ
ー
ル
に
あ
る
ビ
ハ
ー
ル
大

学
に
ア
フ
ィ
リ
エ
ィ
ト
し
て
い
た
が
、
一
九
六
二
年
、
ガ
ャ
に
マ
カ
ダ
大

学
が
開
校
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
ア
フ
ィ
リ
エ
ィ
ト
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
従
っ
て
、
現
在
、
言
少
・
〕
弓
写
己
．
の
デ
ィ
グ
リ
ー
は
マ
カ
ダ
大

学
よ
り
授
与
さ
れ
る
。

研
究
所
に
は
二
年
間
の
．
〈
ｌ
リ
佛
教
学
修
士
課
程
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
佛
教
国
か
ら
の
比
丘
は
、
僧
院
に
お
い
て
・
ハ
ー
リ
佛
教
を

研
学
し
、
俳
教
学
の
高
い
知
識
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
近
代
的
大
学
制
度

の
学
歴
を
持
た
な
い
か
ら
、
彼
等
は
三
年
間
在
籍
の
競
務
が
あ
る
。
そ
の

間
、
〆
．
ｍ
め
ど
〕
切
胃
耳
大
学
（
在
ダ
ル
バ
ン
ガ
）
の
．
ハ
ー
リ
・
ア
ー
チ
ャ

ー
ル
ャ
試
験
と
マ
カ
ダ
大
学
の
ぎ
の
。
邑
同
。
響
吾
同
泌
四
日
目
鼻
目
〕
（
記
．

ン
．
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
ハ
ー
リ
・
ア
ー
チ

ャ
ー
ル
ャ
は
、
答
案
を
パ
ー
リ
語
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
度
の
試

験
で
あ
る
。

三
ン
の
試
験
は
、
マ
カ
ダ
大
学
に
お
い
て
、
．
〈
ｌ
リ
語
文
法
、
ア
ビ

ダ
ル
マ
、
佛
教
史
、
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
、
倶
舎
論
等
八
課
目
を
一
日
お

き
に
十
六
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。
一
課
目
に
つ
き
、
五
題
の
問
題

中
二
題
を
各
自
に
選
び
、
三
時
間
で
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
論
文
形
式
の
問

題
で
あ
る
。
答
案
は
、
英
語
、
パ
ー
リ
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
の
う
ち
、
ど
の

言
葉
で
書
い
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
試
験
の
前
に
五
十
頁
の
論

文
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

研
究
所
に
は
リ
サ
ー
チ
・
コ
ー
ス
（
ド
ク
タ
ー
・
コ
ー
ス
）
‘
も
置
か
れ

て
い
る
。
入
学
許
可
の
あ
っ
た
学
生
は
、
指
導
教
授
と
相
談
の
上
、
書
こ

う
と
希
望
す
る
博
士
論
文
（
パ
ー
リ
佛
教
に
関
す
る
研
究
の
み
に
限
ら
な

い
）
の
題
目
と
ス
ィ
ノ
プ
シ
ス
（
要
旨
）
と
を
ビ
ハ
ー
ル
大
学
に
提
出
し
、

大
学
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
日
よ
り
二
年
後
に
論
文
を
提
出
す
る
権
利
を

得
る
。そ
の
他
、
梵
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
、
中
国
語
、
日
本
語
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
語
の

デ
ィ
プ
ロ
ー
マ
・
コ
ー
ス
（
二
年
間
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
日

本
語
も
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
伽
教
学
研
究
の
た
め
に
は
日
本
語
の
知
識

も
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
ム
ヶ
ル
ジ
ー
博
士
の
意
見
に
よ
る
も
の
で
、

日
本
の
佛
教
学
研
究
の
高
い
水
雌
が
イ
ン
ド
の
学
者
に
よ
っ
て
も
そ
ろ
そ

ろ
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

次
に
、
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
及
び
彼
竿
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
報
告
し

よ
う
。
私
の
滞
在
中
所
長
の
職
に
あ
っ
た
胃
普
房
四
風
筥
○
○
庸
旦
の
①

は
イ
ン
ド
哲
学
、
殊
に
イ
ン
ド
論
理
学
の
磧
学
で
あ
る
。
彼
の
著
書
と
し

て
先
ず
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
に
提
川

し
た
博
士
論
文
を
基
礎
に
し
て
書
い
た
己
〕
の
国
こ
（
国
巨
再
も
巨
○
切
○
冒
邑

具
ロ
コ
ラ
ら
勗
筥
冒
巨
×
ヘ
ン
弓
の
ｘ
ｄ
ｏ
切
汗
５
目
旦
目
。
亘
昌
ざ
砂
冒
旨
曼
昌

据

桧
Ｌ

の
国
は
。
己
扁
己
扇
日
Ｐ
“
⑦
〆
己
○
口
。
色
の
Ｑ
ご
く
竺
扁
め
巳
］
○
○
一
旦
己
蒟
口
酬
い
砂
》

院

Ｌ

ロ
コ
買
剰
①
胃
．
餡
ｑ
員
の
騨
言
貝
国
后
韻
）
で
あ
る
・
そ
の
他
、
彼
の
著
書
と
し

て
、
目
胃
着
目
色
勺
巨
さ
⑳
○
℃
匿
昌
且
ｚ
ｏ
。
‐
酌
冨
○
冒
丘
鞭
冒
（
シ
日
昌
の
己

切
目
〔
ご
旦
皆
〕
の
罰
皀
冨
３
８
）
と
か
、
タ
テ
ィ
ャ
博
士
と
共
著
の
国
の
己
四
‐

ｏ
自
目
色
引
蝕
》
い
も
Ｈ
秒
冒
卸
〕
四
‐
ヨ
］
ロ
勵
昌
妨
到
（
陽
の
吋
芹
旨
巨
の
○
閉
○
【
ぬ
四
目
○
冷

冒
〕
○
己
の
（
面
の
》
可
四
．
巴
鼻
且
量
昏
目
旨
の
皀
二
○
言
い
）
が
あ
る
。
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リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
フ
ェ
サ
ー
で
あ
っ
た
ｐ
Ｈ
．
ｚ
鼻
宮
口
巴
目
鼻
菌
は
、

一
九
六
一
年
に
バ
イ
シ
ャ
リ
研
究
所
食
長
に
就
任
し
、
上
述
の
よ
う
に
、

ム
ヶ
ル
ジ
ー
博
士
の
退
官
後
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
・
パ
ー
リ
研
究
所
を
長
代
理

を
兼
任
し
て
い
る
。
彼
は
ヂ
ャ
イ
ナ
教
の
専
問
家
で
あ
り
、
カ
ル
カ
ッ
タ

大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
陣
目
目
①
切
冒
看
旨
騨
弔
言
百
ｍ
ｇ
耳
（
言
冒
い

○
巳
目
Ｈ
己
閃
①
、
①
胃
呂
曾
日
①
ｑ
〕
園
①
口
自
⑦
、
〕
忌
日
）
を
出
版
し
て
い
る
。

ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
滞
在
以
来
、
佛
教
学
に
興
味
を
示
し
、
説
一
切
有
部
に
関

す
る
論
文
も
あ
る
。

一
九
六
一
年
、
デ
リ
ー
大
学
の
佛
教
学
科
主
任
教
授
バ
パ
ッ
ト
博
士
が

定
年
退
官
後
、
ゴ
ー
カ
レ
ー
博
士
が
主
任
教
授
に
就
任
し
、
目
．
］
冒
凹
‐

ロ
四
口
○
四
は
シ
朋
尉
冨
貝
も
Ｈ
具
①
朋
○
Ｈ
の
ポ
ス
ト
に
ア
ポ
イ
ン
ト
さ
れ
て

ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
去
っ
た
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
律
に
関
す
る
博
士
論
文

を
提
出
し
て
い
る
。
彼
に
は
ロ
冨
凶
冒
冨
圖
司
§
武
具
目
胃
冨
口
留
ロ
“
‐

汽
門
耳
毎
く
Ｃ
Ｈ
戸
い
め
①
目
の
⑩
』
ぐ
巳
．
ぐ
［
）
嵐
．
弔
・
当
四
理
凹
い
葛
己
閃
①
い
①
四
月
戸

目
、
昌
具
の
〉
弓
四
目
鱒
｝
忌
日
）
の
校
一
訂
出
版
が
あ
る
。

セ
イ
ロ
ン
出
身
の
佛
教
僧
ｐ
Ｈ
，
己
．
己
冨
日
日
肖
鼻
二
Ｐ
は
。
〈
Ｉ
リ
佛
教

の
権
威
者
で
あ
る
。
彼
は
倶
舎
論
、
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
、
ヴ
ィ
バ
ン
ガ
の
講

義
を
し
て
い
る
が
、
目
巨
①
⑱
四
日
○
戸
目
試
旨
○
〔
匿
昌
（
、
国
〕
Ｃ
８
冒
冒
①
口
冨
尉
罰

○
口
ご
ぎ
ぽ
Ｐ
ａ
ｍ
四
℃
む
ゅ
丙
山
目
ロ
四
・
ｚ
曽
画
ｚ
巳
騨
］
旦
四
冨
巴
固
く
旨
間
口
○
Ｎ
騨
口
‐

曾
蝕
冒
習
四
》
后
閉
）
の
校
訂
出
版
が
あ
る
。

ご
税
．
罠
昌
①
吾
目
冒
四
国
は
．
〈
Ｉ
リ
佛
教
の
講
義
を
し
て
い
る
。
彼
は

浬
薬
論
に
関
す
る
学
位
論
文
を
ヒ
ン
デ
ィ
ー
で
書
き
、
今
年
出
版
予
定
と

聞
い
て
い
る
。
彼
に
は
普
量
盲
目
目
閉
昌
〕
唱
冒
（
ｚ
四
く
Ｐ
ｚ
色
冒
ロ
忌

冒
Ｐ
言
ぐ
旨
目
色
○
国
具
冒
日
日
餌
》
屋
認
）
の
校
訂
出
版
が
あ
る
。

イ
ン
ド
佛
教
史
を
講
じ
て
い
る
胃
．
ｏ
妙
ｐ
Ｈ
切
四
富
は
、
ロ
ン
ド

ン
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
目
富
国
ｍ
８
ｑ
２
ａ
屯
巴
④
①
○
唱
名
ご

旦
冨
段
ｐ
Ｈ
ぐ
ゆ
口
罰
叶
四
ロ
冒
旨
い
の
嵐
只
へ
目
彦
①
ｚ
留
酋
ｚ
ｐ
宮
口
・
ゆ
亭
扁
旨
曽
剥
早

く

卜
／

富
国
罰
①
、
①
肖
呂
弓
巨
匡
旨
四
は
○
口
ご
巳
自
国
）
を
出
版
し
、
爵
、
ｇ
〕
曽
酋
昌
困

（
ｚ
四
ぐ
ゅ
ｚ
己
か
畠
（
す
旨
四
百
餌
風
富
国
９
四
日
冒
日
凹
騨
〕
忌
詔
）
の
校
訂
出

版
も
あ
る
。

一
昨
年
よ
り
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ヅ
フ
に
加
わ
っ
た
南
、
ヘ
ト
ナ
ム
出
身

の
佛
教
僧
厚
．
己
〕
且
〕
旨
旨
彦
、
冒
口
は
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
で
中
阿
含
と

マ
ッ
ジ
一
、
・
ニ
カ
ー
ャ
と
の
比
較
研
究
を
行
い
、
ビ
ハ
ー
ル
大
学
に
論
文
を

提
出
し
た
。
彼
は
昨
年
南
．
ヘ
ト
ナ
ム
に
州
阿
し
、
そ
れ
を
サ
イ
・
コ
ン
で
川

版
角
胃
Ｑ
］
旨
○
ｍ
①
昌
四
Ｑ
彦
電
四
日
騨
睦
咽
目
色
四
口
旦
昏
①
弓
凹
一
旨
皇
宮
冒
四

ｚ
房
倒
置
四
》
シ
⑦
○
旨
も
ｐ
Ｈ
鼻
弓
①
異
口
身
剰
〕
言
①
め
ゅ
侭
○
口
旨
の
武
庁
匡
甘
旦

閏
響
自
国
ロ
量
冨
騨
鄭
ロ
島
の
⑳
》
岳
霞
）
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
専
門
学

者
に
は
そ
れ
ほ
ど
教
え
る
と
こ
ろ
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
そ
の
方
面
の
研
究

は
英
語
で
あ
ま
り
発
表
さ
れ
て
お
ら
な
い
か
ら
、
外
国
で
は
高
く
評
価
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
漢
文
を
良
く
読
み
、
主
と
し
て
そ
の
方
面
の
研
究

を
行
っ
て
お
り
、
国
呂
鱒
巨
男
鱈
晶
角
胃
国
一
唱
目
仔
驚
冒
冨
尉
々
ご
扇
）

す
な
わ
ち
、
玄
奨
に
関
す
る
著
述
と
か
、
昌
晨
且
砦
当
冒
騨
且
Ｚ
掛
四
‐

印
２
国
ｇ
房
吾
匡
閨
曾
四
（
ゅ
Ｃ
Ｏ
冒
冨
国
曾
め
い
目
身
』
忌
置
）
す
な
わ
ち
、

漢
訳
二
本
の
那
先
比
丘
経
と
．
ハ
ー
リ
の
ミ
リ
ン
ダ
・
ハ
ン
ハ
と
の
比
較
研
究

を
出
版
し
て
い
る
。
彼
は
意
欲
的
な
学
者
で
、
現
在
サ
イ
鯵
コ
ン
の
佛
教
研

究
所
を
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

・
ハ
ン
デ
ィ
ッ
ト
弱
国
言
〕
旨
］
〕
自
己
Ｐ
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ヅ
フ
で
は

な
い
が
、
所
員
と
し
て
、
筥
昌
習
園
噌
曾
を
ヒ
ン
デ
ィ
ー
に
翻
訳
中
で
あ
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る
。
彼
の
サ
ン
ス
ク
リ
ジ
ト
文
法
学
に
対
す
る
深
い
知
識
は
他
に
見
ら
れ

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

最
後
に
研
究
所
の
出
版
物
を
こ
こ
に
亥
と
め
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
．
〈
ｌ
リ
大
蔵
経
の
デ
Ｉ
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
に
よ
る
出
版
を
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
政
府
の
援
助
の
も
と
で
、
カ
シ
ャ
。
〈
比
丘

が
３
国
①
Ｈ
己
同
＆
さ
『
と
し
て
、
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
本
部
を
設
け
、
Ｐ
・

Ｔ
・
Ｓ
、
シ
ャ
ム
版
、
セ
イ
ロ
ン
版
、
ビ
ル
マ
版
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
版
を
も

と
に
校
訂
し
た
も
の
で
、
一
九
六
二
年
の
春
、
全
巻
の
出
版
を
完
了
し
て

い
る
。
Ｐ
・
Ｔ
・
Ｓ
本
が
な
か
な
か
入
手
し
難
い
現
在
、
廉
価
で
。
〈
－
リ

大
蔵
経
が
入
手
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
｝
」
と
は
専
門
学
者
を
喜
ぱ
し
て
い

る
。
そ
れ
に
、
イ
ン
ド
の
出
版
物
に
は
珍
し
く
誤
植
が
少
い
こ
と
を
付
記

し
て
お
き
た
い
。
一
九
六
三
年
よ
り
ム
ヶ
ル
ジ
ー
博
士
が
。
①
国
自
己

同
ａ
ｓ
〕
，
と
し
て
、
パ
ー
リ
の
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
が
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
ー
リ
ー

文
字
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
、
蟹
日
四
口
苗
圃
勘
昌
罰
が

四
国
曽
田
氏
の
校
訂
に
よ
っ
て
昨
年
秋
出
版
さ
れ
た
。

研
究
所
は
門
馬
ｚ
曽
酋
ｚ
昌
巴
］
号
昌
：
曽
白
胃
幽
”
の
砂
①
胃
２
句
屋
‐

目
。
異
旨
巨
（
研
究
報
告
）
を
出
版
し
て
い
る
。
研
究
所
に
お
け
る
多
く
の

学
者
に
よ
る
論
文
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
第
一
巻
（
一
九
五
七
年
）
に

は
、
京
都
大
学
梶
山
雄
一
助
教
授
の
論
文
（
囚
動
く
目
き
①
富
四
目
牙
。

国
謝
目
彊
冨
叩
呂
○
ｇ
）
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
第
二
巻
（
一
九
六
○
年
）

に
は
、
わ
が
桜
部
建
助
教
授
の
ご
〕
ご
〔
壹
胃
ヨ
ヲ
国
司
国
辱
騨
国
巨
冒
‐

〔
一
⑦
具
鄙
呂
曽
］
昏
○
〕
，
と
題
す
る
論
文
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
三
巻
は
、
す

で
に
紹
介
し
た
目
胃
霞
鴛
○
曇
色
旦
勺
己
四
の
。
唱
名
ご
旦
旨
四
目
ぐ
四
口
く

ぎ
閂
言
時
ｇ
ｏ
切
口
冨
笛
百
（
こ
ぎ
）
で
あ
る
。
第
四
巻
は
、
ム
ケ
ル

ジ
ー
博
士
と
私
に
よ
る
．
フ
ラ
マ
ー
ナ
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
第
一
章
自
比
量

（
曽
鋼
卸
昏
当
匡
目
劃
〕
四
）
の
英
訳
（
ど
〕
目
］
哩
匡
〕
言
昌
巽
昌
○
一
〕
○
［
昏
⑦

弔
門
湧
日
閏
］
目
『
酎
禺
洋
房
騨
昌
旦
己
一
国
Ｈ
昌
四
宍
引
］
式
》
垂
〕
Ｃ
言
‐
里
の
三
壱
言
岸
‐
乏
芹
一
戸

庁
ロ
①
四
口
ｇ
ｏ
○
日
目
①
］
］
冨
門
ぐ
〕
言
昌
胄
の
旨
ず
ｇ
‐
鼻
①
○
○
三
旨
①
三
ｍ
》
邑
筐
）
で

１

あ
る
。
法
称
の
自
註
を
含
め
て
、
カ
ー
リ
カ
ー
五
一
ａ
邑
へ
二
本
）
ま
で

を
英
訳
し
、
多
く
の
註
を
付
し
て
お
い
た
。
読
者
の
便
宜
を
考
慮
の
う
え

Ｑ
〕
○
」
］
本
と
旨
己
ご
曾
昌
冒
本
と
を
も
と
に
校
訂
し
た
テ
キ
ス
ト
（
英
訳

し
た
部
分
の
み
）
を
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
で
英
訳
の
後
に
つ
け
た
⑥

も
う
一
つ
の
出
版
物
ｚ
四
ぐ
Ｐ
ｚ
畠
四
コ
〔
茜
畠
四
目
且
ご
昌
⑦
国
昌
盲
目
留
四

に
は
、
前
述
せ
る
校
訂
出
版
三
目
胃
設
日
冒
５
冒
身
旨
○
へ
言
員
目
の

ｏ
○
日
目
①
ロ
計
包
域
割
○
口
ご
号
彦
四
画
四
ｍ
も
も
色
戸
口
同
曽
己
の
具
ず
ぐ
口
．
ロ
一
国
目
目
四
‐

Ｈ
四
庁
ロ
四
〕
（
い
）
目
ゴ
①
⑳
四
。
ロ
ゴ
色
目
目
目
色
の
ゅ
ゴ
函
巳
〕
”
』
の
（
一
。
ご
》
Ｎ
旨
四
一
〕
①
、
岸
〕
弓
一
勇
色
ご
『
》

色
目
篇
聞
困
〕
］
自
画
日
閏
２
．
頁
『
○
釦
ロ
日
閏
冨
が
現
在
ま
で
に
川

版
さ
れ
て
い
る
。

カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
や
デ
リ
ー
大
学
に
は
伽
数
学
の
淋
座
が
没
慨
さ
れ
て

い
る
が
、
佛
教
学
研
究
の
た
め
に
一
つ
の
研
究
所
を
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
創
設

し
た
こ
と
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
社
会
に
あ
っ
て
意
義
深
い
も
の
を
感
ぜ
し

め
る
。
私
が
ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
去
る
頃
、
大
乗
佛
教
の
講
座
も
創
設
す
る
と

か
、
玄
腱
記
念
研
究
所
（
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学
遺
跡
よ
り
約
一
マ
イ
ル
東
部

に
建
築
中
）
の
完
成
と
と
も
に
、
両
研
究
所
を
併
合
の
上
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ

を
佛
教
学
の
セ
ン
タ
ー
に
し
よ
う
と
す
る
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
後
の
一
一
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ま
だ
何
も
聞
い
て
お
ら
な
い
が
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
佛
教
学
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
が
再
び
繁
栄
す
る

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
衷
心
よ
り
祈
り
た
い
。
（
一
九
六
四
・
二
・
三
○
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